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令和７年度枚方寝屋川消防組合予算の概要

隊員の安全管理のための措置や、地
球温暖化による気温上昇などによって
過酷となる隊員の活動環境を改善する
ための必要な措置を講じること。

職員が勤務しやすい環境の整備に必
要な措置を講じること。
特に、消防庁舎については将来負担

を考慮した維持管理を計画的に進める
こと。

市民への行政サービスを向上させる
とともに、業務効率化によって職員の
力を最大限発揮するために、組織にお
けるＤＸの推進に必要な措置を講じる
こと。

令和７年度は第５次将来構想計画前期事業計画の最終年度であり、「安全・安心を実感できるまち～ともにつくる～」の実現に
向けて、各事業に取り組むとともに、確実に後期事業計画へ引き継いでいく必要があります。
そのために、令和６年度事業査定やＤＸ戦略の進捗状況の結果を踏まえ、社会情勢の変化や直面する課題を的確にとらえ、職員

の安全管理、職員が働く環境の整備、消防ＤＸの推進を予算の柱に掲げた予算としました。

令和７年度予算の柱

隊員の安全管理1 消防ＤＸの推進3職員が働く環境の整備2

予算編成にあたっての考え方

１地域の防火・防災力 ４ スマートな消防２ 強い消防防災体制 ３ 安心の救急医療体制 魅力あふれる職場５

安全・安心を実感できるまち ～ともにつくる～
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令和７年度枚方寝屋川消防組合予算の概要

歳入歳出総額 102億6,265万9千円
令和７年度

(A)
令和６年度

(B)
増減

(A)−(B)
増減率
(%)

当 初 予 算 10,262,659 7,757,853 2,504,806 32.3

単位：千円

枚方市負担金
4,415,921 

寝屋川市負担金
2,820,321 

交野分担金
73,022 

組合債
2,852,600 

その他
100,795 

常備消防費
7,064,701

非常備消防費
1,217

消防施設費
2,960,111

公債費
222,296

その他
14,334

職員給
2,661,572 

職員手当等
2,382,599

その他人件費
1,073,756公債費

222,296

投資的経費
2,930,979

物件費
801,762 

その他
189,695 

歳入 歳出（目的別） 歳出（性質別）

歳入の推移 歳出（目的別）の推移 歳出（性質別）の推移

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

R3 R4 R5 R6 R7

枚方市負担金 寝屋川市負担金

組合債 その他

（単位：百万円）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

R3 R4 R5 R6 R7

常備消防費 消防施設費

公債費 その他

（単位：百万円）

10,263

7,445
7,758

7,295 7,406

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

R3 R4 R5 R6 R7

職員給 職員手当等 その他人件費

公債費 投資的経費 物件費他

（単位：百万円）

10,263

7,295
7,758

7,445 7,406

10,263

7,445
7,758

7,295 7,406

2



令和７年度枚方寝屋川消防組合予算の概要

歳入
令和７年度 令和６年度 対前年度

当初予算額(A) 構成（％） 当初予算額(B) 構成（％） 増減額(A)−(B)＝(C) 増減率(%)

1.分担金及び負担金 7,309,264 71.2 7,473,068 96.3 △ 163,804 △ 2.2

内
訳

枚方市 4,415,921 43.0 4,509,739 58.1 △ 93,818 △ 2.1

寝屋川市 2,820,321 27.5 2,866,307 36.9 △ 45,986 △ 1.6

交野市 73,022 0.7 97,022 1.3 △ 24,000 △ 24.7

2.使用料及び手数料 6,624 0.1 10,793 0.2 △ 4,169 △ 38.6

内
訳

使用料 9 0.0 9 0.0 0 －

手数料 6,615 0.1 10,784 0.2 △ 4,169 △ 38.7

3.国庫支出金 33,287 0.3 39,129 0.5 △ 5,842 △ 14.9

4.府支出金 17,200 0.2 26,011 0.3 △ 8,811 △ 33.9

内
訳

府負担金 8,165 0.1 8,043 0.1 122 1.5

府補助金 9,035 0.1 17,968 0.2 △ 8,933 △ 49.7

5.財産収入 2,040 0.0 1,136 0.0 904 79.6

6.寄附金 1,000 0.0 1,000 0.0 0 －

7.繰入金 19,988 0.2 2,297 0.0 17,691 770.2

8.諸収入 20,656 0.2 20,619 0.3 37 0.2

内
訳

組合預金利子 10 0.0 10 0.0 0 －

雑入 20,646 0.2 20,609 0.3 37 0.2

9.組合債 2,852,600 27.8 183,800 2.4 2,668,800 1,452.0

歳入合計 10,262,659 100.0 7,757,853 100.0 2,504,806 32.3

単位：千円

歳出
令和７年度 令和６年度 対前年度

当初予算額(A) 構成（％） 当初予算額(B) 構成（％） 増減額(A)−(B)＝(C) 増減率(%)

1.議会費 3,030 0.0 3,578 0.1 △ 548 △ 15.3

2.総務費 1,304 0.0 1,304 0.0 0 －

3.消防費 10,026,029 97.7 7,298,251 94.1 2,727,778 37.4

4.公債等 222,296 2.2 444,720 5.7 △ 222,424 △ 50.0

5.予備費 10,000 0.1 10,000 0.1 0 －

歳出合計 10,262,659 100.0 7,757,853 100.0 2,504,806 32.3

単位：千円
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令和７年度枚方寝屋川消防組合予算の概要

歳出
（性質的区分）

令和７年度 令和６年度 対前年度

当初予算額(A) 構成（％） 当初予算額(B) 構成（％） 増減額(A)−(B)＝(C) 増減率(%)

1.人件費 6,117,927 59.6 6,014,608 77.5 103,319 1.7

内
訳

職員給 2,661,572 25.9 2,543,077 32.8 118,495 4.7

職員手当等 2,382,599 23.2 2,458,265 31.7 △ 75,666 △ 3.1

報酬、共済費等 1,073,756 10.5 1,013,266 13.0 60,490 6.0

2.物件費 801,762 7.8 808,610 10.4 △ 6,848 △ 0.8

3.維持補修費 29,132 0.3 20,073 0.3 9,059 45.1

4.補助費等 150,563 1.5 178,076 2.3 △ 27,513 △ 15.5

5.公債費 222,296 2.2 444,720 5.8 △ 222,424 △ 50.0

6.投資的経費 2,930,979 28.5 281,766 3.6 2,649,213 940.2

7.予備費 10,000 0.1 10,000 0.1 0 －

歳出合計 10,262,659 100.0 7,757,853 100.0 2,504,806 32.3

区分
令和７年度 令和６年度 対前年度

当初予算額(A) 構成（％） 当初予算額(B) 構成（％） 増減額(A)−(B)＝(C) 増減率(%)

義務的経費 6,340,223 61.8 6,459,328 83.3 △ 119,105 △ 1.8

内
訳

人件費 6,117,927 59.6 6,014,608 77.5 103,319 1.7

公債費 222,296 2.2 444,720 5.8 △ 222,424 △ 50.0

投資的経費 2,930,979 28.5 281,766 3.6 2,649,213 940.2

その他の経費 991,457 9.7 1,016,759 13.1 △ 25,302 △ 2.5

内
訳

物件費 801,762 7.8 808,610 10.4 △ 6,848 △ 0.8

維持補修費 29,132 0.3 20,073 0.3 9,059 45.1

補助費等 150,563 1.5 178,076 2.3 △ 27,513 △ 15.5

予備費 10,000 0.1 10,000 0.1 0 －

歳出合計 10,262,659 100.0 7,757,853 100.0 2,504,806 32.3

単位：千円

単位：千円
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令和７年度主要事業

主力車両更新事業

車両更新計画に基づき、主力消防車両５台を更新します。

地域の自主防災訓練を充実させるため
に起震車を更新します。更新後は、両市
の関係機関と協議し、防災教育など様々
なシーンで活用します。

起震車更新事業

消防情報システムを更新整備します。
スマートフォン等からの映像119番通報

システムや可搬型指令台を導入します。

ミニタンク車（国庫補助） 氷室

ミニタンク車 中振

救急車（国庫補助） 寝屋川

指揮支援車（国庫補助） 指揮支援隊

指揮車 枚方東

【整備車両】

消防情報システム更新整備事業

風水害における現場活動への対応と活
動隊員の安全を確保するためにレイン
ウェア上下（GORE-TEX）を整備します。
また、浸水被害資器材として、救命

ボート（手漕ぎ）等を配備します。

風水害対策推進事業

女性職員が交替制勤務可
能 な 施 設 の 整 備 割 合 等
50.0％を実現させるために
寝屋川消防署明和出張所の
女性環境を整備します。

女性環境整備事業

庶務事務人事給与システムをバージョンアッ
プします。消防情報システムの出動報告データ
等と連携させ、事務処理の効率化を図ります。

庶務事務人事給与システム更新事業

市民への行政サービスを向上と業務効率化に
よって職員の力を最大限発揮することを目的に、
採用管理システム、電子契約・電子入札システ
ム、AIチャットボットを導入します。

DX関連ツール導入事業

予算の柱①隊員の安全管理 予算の柱②職員が働く環境の整備

予算の柱③消防ＤＸの推進
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令和７年度運営方針

基本目標１
市民・事業所の防火・防災意識の高揚と自助・共助の醸成

①地域防災力強化事業

地域の自主防災訓練を充実させるために起震車を更新します。
更新後は、両市の関係機関とともに、防災教育など様々な

シーンで活用します。

令和７年度立入検査基本方針

市民の安全・安心な生活を守るとともに、査察対象物の防火
管理者や関係者に火災予防の意識を醸成し、自主的な防火体制
の構築を促すために、令和７年度立入検査基本方針に掲げる事
項を推進します。
【重点項目】
① 重大な消防法令違反対象物の違反是正
② 重大違反対象物の違反是正
③ 査察対象物の関係者に対する自主管理の必要性の促進
④ 査察指導の効率化

令和７年度予算額 65,228千円

起震車更新整備（再掲）

③防火対象物安全対策事業

②住宅防火安全対策事業

全庁的な住宅防火・防災

住宅火災による死者の減少を目指すために、本消防組合のあ
らゆるリソース（消防資源）を投入して「住宅防火・防災キャ
ンペーン」（令和７年９月１日～21日）を実施し、組織一丸と
なって住宅防火・防災の取り組みを展開します。
【最重点項目】
① 住宅用火災警報器の設置・維持管理の促進
② 感震ブレーカーの認知度アップ

63,602千円

1,267千円

58千円

消防団と合同での山林訓練や大規模災害を想定した訓練など
を実施し、地域防災力の強化を図ります。

消防団との連携強化

幼年・少年・女性消防クラブの活動を通じて自助・共助の意
識を醸成します。

幼年・少年・女性消防クラブの充実

④自主保安体制構築事業 301千円

危険物施設保有事業所における自主保安体制を醸成し、定期
的な自主チェックで法令遵守等をしながら危険物に係る事故の
防止につなげます。
【実施内容】
① 法令等の点検項目の確認
② 施設に存する危険要因を把握
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令和７年度運営方針

基本目標２
あらゆる災害から市民を守るための消防防災体制の強化

①消防防災拠点整備事業

消防力適正配置に係る調査・研究の報告を踏まえて、本消防
組合の今後の消防防災体制のビジョンを示す消防力整備計画の
策定に取り組みます。

緊急消防援助隊の技術及び連携活動能力の向上、関係機関と
の連携強化や受援体制の強化などを目的として実施される緊急
消防援助隊近畿ブロック合同訓練に隊員を派遣し、大規模災害
への対応強化を図ります。

③大規模災害対応強化事業

主力車両の更新（再掲）

車両更新計画に基づき、主力消防車両５台を更新するもので
す。なお、一部の消防用自動車シャシメーカーの不適切事案な
どにより消防用車両のシャシ供給体制に影響を与えていること
や事業者側の働き方改革の観点から消防用車両の調達が困難な
状況となっていることから、車両更新計画を見直します。

令和７年度訓練指針

令和７年度予算額 3,214,894千円

消防力整備計画の策定

18,272千円

緊急消防援助隊ブロック訓練への参加

市民からの119番通報の受付から、位置情報を活用した災害
場所の特定、災害に応じた出動隊の編成、消防署及び出動車両
へ指令内容を通知することを基本に、現場活動を支援し、活動
終了後の活動報告までを一元管理する消防情報システムを更新
整備するものです。
スマートフォン等からの映像119番通報システムや可搬型指

令台を導入します。

④指令管制業務充実強化事業 2,874,076千円

消防情報システムの更新整備（再掲）風水害における現場活動への対応と活動隊員の安全を確保す
るための装備品・資器材を配備します。

ヒートストレス対策の推進

ヒートストレス対策や暑熱順化に係る取り組みを推進します。

風水害対策の推進（再掲）

令和７年度訓練指針に基づき、消防活動能力の向上や消防防
災体制の充実・強化を図るため、各種訓練に取り組みます。
各種災害に対応するために、特殊災害・遠距離大量送水訓

練・集団災害訓練、土砂災害対応訓練、山林火災防ぎょ訓練な
どを強化とともに、組織を挙げた安全文化（安全を優先する文
化）の醸成に努めます。

②消防防災体制強化事業 322,546千円

枚方市関係機関と協議し、枚方消防署の建て替えに向けて取
り組みます。また、移転後の署所の再編や適正配置についても
あわせて検討します。

枚方消防署建て替え

震災対策の強化

今後高い確率での発生が危惧される南海トラフ地震をはじめ、
巨大地震発生時の対応力強化を図るとともに、各署所に配備さ
れている大規模災害用備蓄庫の資器材の見直しを検討します。

防火衣の整備

消防隊員、救助隊員がより安全に消火活動を行うことができ
るようにするために、隊員の防火衣を整備します。
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令和７年度運営方針

基本目標３
市民生活に安心感を与えるための救急医療体制の推進

①救急体制充実整備事業

令和６年中の救急出動件数は４万6,617件と、過去最高の件
数となり、救急車の現場到着時間についても、年々長くなって
いる状況です。
今後の救急需要予測、適正配置、財政状況、定員の適正化な

ど、多角的な面を踏まえ、全署所への救急隊配備を早期に検討
します。また、救急需要の急激な増加に伴う非常用救急車の運
用や救急隊員の機関員の交代基準などの対策を検討します。

ドクターカー事業

心肺停止などの重篤な傷病者を医師の管理下に置くことによ
り救命率をはじめ、予後の改善率、社会復帰率を向上させるた
め、令和７年度も引き続き、ドクターカー事業を実施します。

令和７年度予算額 125,432千円

マイナ救急実証事業への参画

消防庁では、傷病者の健康保険証利用登録をしたマイナン
バーカードを活用し、病院選定等に資する情報を把握すること
により、救急業務の円滑化を図る取り組みを推進しています。
本消防組合では令和７年度に実証事業に参画します。

【効果】
① 傷病者の情報を受入医療機関に正確に伝えられる
② 病院の選定や搬送中の応急処置を適切に行える
③ 搬送先病院で治療の事前準備ができる

救急需要対策

②救急医療連携事業

41,942千円

82,331千円

人生の最終段階にあり心肺蘇生等を望まない方への対応

令和６年７月１日から心肺蘇生を望まない傷病者の意思に
沿った最期を迎えられるよう人生の最終段階にあり心肺蘇生等
を望まない心肺停止傷病者への救急隊の標準的活動ガイドライ
ン及び救急連絡シートの運用を開始したところです。
令和７年度からは北河内地域全体で運用します。

患者等搬送事業者の活用

多様化する救急需要に適切に対応し、市民に対し有益な救急
医療を提供するために、本消防組合が認定する患者等搬送事業
者を積極的に活用します。

SPD事業の継続

令和６年８月から救急消耗品の適正な在庫管理・発注を外部
業者に委託するSPD事業を運用しており、令和７年度も同事業
を継続します。

救命講習の充実

事前学習型救命講習など、救命講習を充実させるとともに、
普及員の養成を推進します。

③予防救急事業 1,159千円

救急安心センター事業

救急救命士の養成

救急車の適正利用を促進するために、令和７年度も引き続き、
救急安心センター事業に参画します。

新たに７人の救急救命士を養成するとともに、指導救命士を
中心とした指導・教育体制を構築します。
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令和７年度運営方針

基本目標４
ＩＣＴを活用したスマートな消防行政の構築

ＤＸ戦略の推進

枚方寝屋川消防組合ＤＸ戦略〜スマートな消防を目指して〜
に基づき、次の取り組みを推進します。
① 市民目線に立った行政サービスの提供
② 職員の力を最大限発揮するための業務の効率化
③ デジタル化を推進するための環境の整備
また、デジタル戦略プロジェクトチームを中心に庁内横断的

にDXの推進に取り組むとともに、職員のデジタルリテラシー
向上を図ります。

広報戦略

令和７年度広報戦略に基づき、第５次将来構想計画における
めざすまちの姿である「安全・安心を実感できるまち～ともに
つくる～」を実現するための戦略的な広報を実施します。
【基本方針】
① 組織の魅力を発信し、本消防組合のファンを増やすための

外部広報
• 継続的な従来型広報
• SNSを活用した戦略的広報活動
• 市民向けイベント
• 公民連携協力を活かした広報活動
② 職員のエンゲージメントを高めるための内部広報
• 機関誌「纏人」
• メディアプラットフォームによる発信
③ 新たな企画を描き、それを実現させるための体制整備
• 広報プロジェクトチームを刷新

令和７年度予算額 14,812千円
（スマート消防事業）

庶務事務人事給与システムをバージョンアップします。
消防情報システムの出動報告データ等と連携させ、事務処理

の効率化を図ります。

庶務事務人事給与システム更新（再掲）

市民への行政サービスを向上と業務効率化によって職員の力
を最大限発揮することを目的に、DX関連ツールを導入します。

DX関連ツール導入（再掲）
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令和７年度運営方針

基本目標５
すべての職員が活躍できる魅力あふれる職場環境の整備

柔軟な組織体制の構築

本消防組合では、「限られた人的資源を有効に活用しながら、
多様化する市民ニーズや社会情勢の変化に柔軟かつ弾力的に対
応できる組織体制の構築」を掲げているところです。
職員の能力を底上げするとともに、救急隊員の労務管理面で

の課題を解決するために、柔軟な組織体制を構築します。

特定事業主行動計画の改訂

特定事業主行動計画の中で定めた目標達成に向けてあらゆる
取組みを実施し、職員一人ひとりが性別に関わることなく、自
分らしくいきいきと働くことができる職場風土の醸成に努め、
また、子育てと両立して働くことができる安心な職場環境の整
備を推進します。

アイデアコンテスト

職員の課題発見や創意工夫を奨励し。職員一人ひとりが組織
の方向性について考えることを目的として、アイデアコンテス
ト（全職員提案審査制度）を実施します。
アイデアコンテストで「採用」された提案は担当課で具現化

に向けて取り組みます。

女性消防吏員が働く環境の整備（再掲）

女性職員が交替制勤務可能な施設の整備割合等50.0％を実現
するため、女性消防吏員が働く環境を整備します。
また、「女性職員がいきいきと活躍できる環境づくりに向け

た取り組みアンケート」の調査結果で得られた意見等を踏まえ、
女性職員がいきいきと活躍できる環境づくりに向けた取り組み
を推進します。

人事評価制度の見直し

人事評価の実効性と納得性がより高い制度となるよう抜本的
な見直しを行い、本来の目的である「人材育成」が図られるこ
とでより強固な組織体制の確立を目指します。
【見直しポイント】
① 絶対評価方式への変更
② 評価ランク数の拡充
③ 業績評価の拡充
④ 能力評価項目の見直し
⑤ 目標管理の徹底
【新たな取り組み】
① ボスマネジメント・フォロワーシップ制度の導入
② 評価後アンケートの実施
③ 研修体制の充実
④ 人事評価制度相談体制の整備

令和７年度予算額 91,805千円
（職場環境整備事業）

消防職員委員会

消防職員間の意思疎通を図るとともに、消防事務に職員の意
見を反映しやすくすることで、職員の士気を高め、消防事務を
円滑に運営するために消防職員委員会を実施します。
消防長が「実施が適当」とした提案については、令和８年度

事業・予算に反映することとします。

人材マネジメント

枚方寝屋川消防組合人材育成基本方針の理念であるGrow
Together 共育〜ともに学び成長する〜に基づき、新人職員の
指導教育を精力的に取り組むとともに、それぞれの役職や立場
で積極的に能力向上にむけた人事制度、研修制度、職場環境な
どの整備に取り組み、柔軟で幅広い人材育成を行います。
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令和７年度運営方針

持続可能な行財政運営

地球温暖化対策実行計画の策定

地球温暖化対策の推進に関する法律に基づき、地球温暖化対
策計画に即して、本消防組合が実施する事務及び事業に関し、
省エネルギー・省資源、廃棄物の減量化などの取組を推進し、
温室効果ガスの排出量を削減することを目的として地球温暖化
対策実行計画の改訂を行います。

消防庁舎のマネジメント

消防庁舎のマネジメント推進するために、消防庁舎マネジメ
ント推進本部を設置し、中長期的な庁舎整備計画、庁舎修繕・
保全計画、公共施設マネジメント計画（個別計画）の策定に取
り組みます。

令和７年度予算額 6,750,488千円

①組織体制整備事業

消防庁舎維持管理

人件費

②消防施設の整備事業

6,490,466千円

260,022千円
将来人口の減少、デジタル技術の進展、高齢化による救急需

要の増加など本消防組合の環境が大きく変化する中、職員の計
画的採用や職員数の適正化の基本的な指針を策定するために消
防職員定員適正化計画策定委員会を設置し、定員適正化計画・
職員採用計画の策定に取り組みます。

定員適正化計画の策定

業務継続計画の策定

出初式をリニューアルします。
【テーマ】
① 子供が喜ぶ出初式
② 消防職団員の士気が上がる出初式
③ 市民が見て頼りになる出初式

令和８年消防出初式（寝屋川市開催）

本消防組合の予算のうち経常経費の80％以上を占める人件費
の適正な執行に努めます。

消防庁舎の修繕等を実施します。
• 中振出張所水道管全面改修工事設計委託
• 阪出張所ガス管及び水道管引込工事設計委託
• 寝屋川署冷暖房更新工事
• 枚方署及び枚方東署自家用電気工作物変圧器入替工事
• 庁舎修繕料、各署修繕料

大規模災害や感染症のパンデミックが発生した場合において、
継続の必要性が高い業務の優先順位を整理し、業務を執行する
ための体制や環境の確保（資源及び施設の確保）について定め
た計画（業務継続計画）を策定します。

第５次将来構想計画後期事業計画の策定

第５次将来構想計画前期事業計画（令和５年度～７年度）の
各事業の進捗状況を踏まえて、後期事業計画（令和８年度〜
12年度）を策定します。

11


